
トマト･レタスを核とした
競争力の高い野菜産地の育成

利根沼田農業事務所 担い手・園芸課

計画年度 令和３～５年度



• ５市町村（沼田市、みなかみ町、昭和村、片品村、 
川場村）、１ＪＡ（ＪＡ利根沼田）

• 県内一のレタス、トマト、ホウレンソウ産地

１ 課題設定の背景と理由

ＪＡ販売高順位 状況

１位 レタス 収益の低下

２位 トマト 生産力の低下

３位 ホウレンソウ 順調に右肩上がり

４位 トウモロコシ

５位 ダイコン

ＪＡ
販売額
８割



【参考】 産地背景

① ＪＡ販売額 ２８億円

② 夏秋レタス：全国２位

③ １位長野県の１／４

④ 通常出荷では不利

⑤ 契約販売が主体

レタス トマト

① ＪＡ販売額 ２５億８千万円

② 夏秋トマト：全国９位

③ トマト選果場(白沢、片品)

④ 大消費地に近く有利

⑤ 市場の品質評価は高い。



１ レタスの課題設定の背景と理由

産地の強み 産地の弱み

• 高い栽培技術
• 生産者間の結束
• 契約販売力 • 雇用労力の不足

外部の機会 外部の脅威

• 業務用需要の増加
• GAP認証の要望

• 病害虫で収量減
• 資材高で収益減
• 単価安で産地廃棄

収益が低下



2 レタスの支援事項と解決手法

産地の強み 産地の弱み

• 高い栽培技術
• 生産者間の結束
• 契約販売力 • 雇用労力の不足

外部の機会 外部の脅威

• 業務用需要の増加
• GAP認証の要望

• 病害虫で収量減
• 資材高で収益減
• 単価安で産地廃棄

① 病害虫対策の徹底 → 収量増 ・品質向上
② GAP認証の取得 → 業務用販路拡充

• 雇用しやすい環境

• 安定生産

• 経費の削減



１ トマトの課題設定の背景と理由

産地の強み 産地の弱み

• 土質がトマト向き
• 消費地が近い
• 新規栽培者はいる

• 高齢化と労力不足
• 若手の技術不足
• 障害果の発生

外部の機会 外部の脅威

• 市場評価は上昇中
• 養液土耕が普及中

• 病害虫で収量減
• 資材高で収益減

数年後の生産力の低下が懸念



2 トマトの支援事項と解決手法

①担い手の確保
• 新規栽培者募集
• 受入れ体制整備

②若手の技術向上
• 若手研修会
• 若手への巡回指導

③省力化技術の導入
• 養液土耕でかん水･追肥

の自動化＋増収

④果実品質向上
• 裂果の原因究明
• 障害果対策の徹底

生産戸数の維持 生産力の向上

労力の削減 市場評価の向上



年次
目標

R2

現状
R3 R4 R5

目標 目標 目標

ＪＡレタス出荷量
(千箱/10kg)

2,545 2,570 2,595 2,620

ＧＡＰ認証産地数 6 7 7 9

トマト新規栽培者数
(累計)

2 4 6 8

ＪＡトマトセンター
出荷量(千箱/4kg）

1,355 1,420 1,490 1,495

３ 到達目標（目標年次の姿）

＋３％

＋３産地

＋６名

＋１０％



レタスでの取組み



４ レタスにおける役割分担

ＪＡ・商系組織 生産部会(生産者)

農業技術センター 全農ぐんま

普及指導課

• 情報共有
• 周知依頼

• 定例会
• 診断依頼

• 病害虫診断
（原因不明の場合）

• GAP認証支援



５ 活動経過 ①土壌病害対策の推進

病害の診断 発病圃場の地図化

耐病性品種実証ほ 講習会などで周知

病害を診断して場所を記録 Google Earth で共有

優良品種の導入を促進 安定生産への情報提供



【参考】土壌病害とは？

     

根腐病 黒根病

病原力強い
H21から発生
レタス類だけに感染

病原力弱い
H28から発生
レタス以外にも感染

土壌中に病原菌 → 根から感染

→ 植物体内で増殖 → 汚染ほ場は継続発病



病害の診断

     

維管束に菌糸

維管束に菌糸 胞子



Google Earthの発病ほ場図

     
根腐病レース１

根腐病レース２

黒根病



インターセプト
（根腐病レース２耐病性）

ブルラッシュ
（根腐病レース１・
２耐病性）

根腐病の品種選定の重要性

     

根腐病レース１



５ 活動経過 ②ＧＡＰ導入支援

資料提供 研修会

現地での改善指導 審査支援

認証取得の要件 認証取得の要件

普及はサポート オブザーバーとして参加

• 関係機関として情報提
供は普及の役割

• 救急救命、IPM、
農薬、施肥などの
研修会を支援

• 中心はJAなどの事
務局

• 中心はJAなどの事
務局



【参考】GAPとは？

     

• Good Agricultural Practices

（生産者が守るべき管理基準）

• 各生産工程の実施、記録、点検、評価

• 食品の安全性向上、環境保全、労働安全

業務加工用で要望が多い

特にカット野菜



• GLOBALG.A.P.

• JGAP・ASIAGAP

環境保全

農場経営

食品安全

労働安全
人権・福祉

【参考】GAP第三者認証とは？

     

世界基準

日本基準

食品偽
装対策

食品防
御

環境保全農場経営

人権・福祉

食品安全労働安全



組織名
構成

農家数
GAP実践
農家数

第三者認証

ＪＡ利根沼田 糸之瀬レタス部会① 12 12 JGAP

ＪＡ利根沼田 糸之瀬レタス部会② 2 2 GLOBAL.GAP

(株)野菜くらぶ（レタス部会） 10 10 GLOBAL.GAP

有限会社カネエイ レタス部会 5 5 JGAP

JA利根沼田 久呂保レタス部会 14 14 JGAP

ＪＡ利根沼田 赤城根レタス組合 15 15 JGAP

赤城高原朝穫組合（ヤマダイ物産） 22 19 JGAP

新たに第三者認証を取得した４団体

     

合計４１名



トマトでの取り組み



４ トマトにおける役割分担

ＪＡ 市町村• 新規栽培者の指導
• 新規栽培者募集
• 合同巡回

• 就農相談
• 補助事業

• 養液土耕
• 障害果対策

• 研修会の講師
• 新規栽培者の指導

普及指導課

ベテラン生産者農業技術センター



５ 活動経過 ①担い手の確保

新規栽培者募集

JA 普及 市町村

新規栽培者募集 ○ ○ JA広報、就農セミナー等

就農相談 ○ ○ 行政対応

トマト適正判断 ○ ○ ﾄﾏﾄ作れる人か

農地探し ○

農地適正判断 ○ ○ ﾄﾏﾄに適した条件か。水は？

ハウス整備 ○ 新規に建てるなら

中古ハウス適正判断 ○ ○ 空きﾊｳｽなら使えるか

資金・補助事業 ○ ○ ○ 行政対応

研修受入先探し ○ ○ ○ 事前に掘り起こす？

栽培資材・苗 ○

栽培指導 ○ ○

出荷指導 ○

住居探し。生活支援。 ○ Iターンなら

冬期の仕事探し ○ 農業以外の仕事

確認内容
担当組織

備考

受入体制の検討



５ 活動経過 ②若手の技術向上

ＪＡと合同巡回 匠研修会(JA主催)

若手技術交流会 若手への巡回指導

新規栽培者の情報共有 匠からの助言は効果大

交流会で仲間意識を醸成 新規栽培者を重点支援



５ 活動経過 ③省力化技術の導入

養液土耕現地研修会 補助事業の推進

養液土耕実証ほ 養液土耕の巡回指導

生産者の関心は高い 補助で普及を後押し

養液土耕栽培技術の向上 新規導入者を重点支援



【参考】養液土耕栽培システム

かん水同時施肥(英語でファーティゲーション)

かん水と追肥の省力化が可能

【特徴】

⚫ 点滴かん水

慣行：1～3日に1回

養液：1日に数回

⚫ 養液土耕用肥料

バランス良いがやや高い

⚫ タイマーで自動化

液肥混入も自動で混入

液肥混入機

液肥タンク

コントローラ 電磁弁



養液土耕のメリットと普及状況

スマート農業（ＩｏＴ技術） 果実品質の向上

出荷量の安定化と増加 急速に普及中

養液土耕の導入状況
Ｒ３ ９名 ４ha
Ｒ５ ２０名 １３ha
Ｒ６ ２５名 １６ha



５ 活動経過 ④果実品質向上

講習会：障害果対策 依頼診断対応

巡回指導 裂果の原因究明

栽培改善への情報提供

生育不良の原因究明 実証ほ設置と現地調査

病害虫診断と対策指導



病害虫や生育不良などへの対応

病害診断書 情報提供



裂果の原因究明（継続中）



年次
目標

R2

現状
R3 R4 R5

目標 実績 目標 実績 目標 実績

ＪＡレタス出荷量
(千箱/10kg)

2,545 2,570 2,380 2,595 2,563 2,620 2,717

ＧＡＰ認証産地数 6 7 7 7 8 9 10

トマト新規栽培者数
(累計)

2 4 4 6 7 8 9

ＪＡトマトセンター
出荷量(千箱/4kg）

1,355 1,420 1,487 1,490 1,485 1,495 1,527

６ 活動の成果

全目標を達成！

＋３％
→７％

＋３産地
→４産地

＋６名
→７名

＋１０％
→１３％



７ レタスの残された課題と今後の対応

人手不足 細菌病対策

肥料高騰 害虫対策

• 夕方収穫の検討 • 防除法の改善
＋(連携)
農業技術センター

• 条施肥機の検討
• 有機質肥料の活用

• 防除法の改善
＋(連携)
農業技術センター



７ トマトの残された課題と今後の対応

人手不足 出荷量の安定化

肥料高騰 裂果対策の確立

• 養液土耕栽培の推進
• 新規栽培者の募集

• 施肥効率の改善
• 安価な肥料の活用
• 有機資材の活用

• かん水方法の改善
• わき芽の活用
• 摘芯方法の改善

• 7～8月の出荷ピークの削減
• 保温して10月出荷増

多い

少ない
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